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会 議 録 

会議の名称 平成 28年度 第 8回 栃木中央地域会議 

開催日時 平成 29年 1月 26日（木）18時 30分開会～20時 25分閉会 

開催場所 栃木市役所本庁舎 3階 正庁 

出席者及び欠席者氏名 別記 1のとおり 

事務局職員職氏名 別記 1のとおり 

その他出席者等 別記 1のとおり 

会議事項 別記 2のとおり 

会議の公開又は非公開の別 公開 

傍聴人の数 なし 

その他必要事項 なし 

会議の経過（議事の要旨） 別記 3のとおり 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

別記 1 出席者及び事務局 

○出席者（委員） 

会 長 佐山 正樹     副会長 石河 不砂 

委 員 臼井 義雄     委 員 大浦 兼政 

委 員 鬼塚  修     委 員 下田 明範 

委 員 杉山  栄     委 員 鈴木 林彌 

委 員 中尾 秀美     委 員 町田 爽起夫 

委 員 村田 弘子     委 員 渡邉 一浩 

 

○欠席者（委員） 

委 員 池添  亮     委 員 大波 龍郷 

委 員 木村 隆夫     委 員 髙瀬  淳 

委 員 山口 真右     委 員 若林 芳明 

 

○事務局 

【総合政策部】 

 大橋 嘉孝（地域づくり推進課長兼栃木中央地域まちづくりセンター所長） 

 清水 孝之（地域づくり推進課長補佐） 

 福田 英臣（地域づくり推進課主任） 

 鈴木 晃子（地域づくり推進課主事） 

臼井 崇倫（地域づくり推進課主事） 
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別記 2 会議事項（議題及び会議結果） 

 

1 開 会 

 

2 会長あいさつ 

佐山会長 

  

3 議 事 

（1）自転車の安全利用促進に関する意見交換について 

議事録を参照のこと 

 

 （2）実働組織について 

議事録を参照のこと 

 

4 その他 

 （1）次回の地域会議について 

    ・次回開催予定 平成 29年 3月 21 日（火） 18 時 30 分～ 

            栃木市役所本庁舎 3階 正庁 

 

5 閉 会 
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別記 3 会議の経過（議事の要旨） 

 

発言者 議題 ・ 発言内容 ・ 決定事項 

事務局 

 

佐山会長 

 

 

 

事務局 

 

担当課 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

委員 

 

佐山会長 

 

 

 

 

1 開会 

 

2 会長あいさつ 

 

3 議事 

（1）自転車の安全利用促進に関する意見交換について 

 

【鬼塚委員出席として一同了承】 

 

 

（2）実働組織について 

【事務局案を資料に基づき説明】 

 

 実働組織の説明会は、事務局から働きかけて集めるのでしょうか。 

 

 実働組織の参加者向け説明会につきましては、市の情報発信ツールを使い周知

をします。また、庁内各課と結びつきがある団体、くららに登録してある団体へ

説明会への参加を呼びかけます。委員さんからの参加に関する情報提供も受け付

けています。 

 

 実働組織は、今それぞれ活動している団体を横断的にまとめる仕組みだと思い

ます。各種団体で抱えている課題や実態を把握し、誰がやるのか、何をやるのか

を検討することが重要だと思います。 

 

 具体的な活動内容が無いまま人を集めるのは難しいと思います。 

 

 ゆるやかな地域課題解決に向けたネットワークを実働組織と言うことが分か

りました。参加団体の意見を集約し、部会での活動が中心になると思います。 

 

 ビジョンは分かりましたが、立ち上げるまでのイメージが湧きません。 

 

 事務局での説明にもあった地域の防災力はキーワードであると思います。具体

的な問題をテーマにして、協力関係を築くことで組織としての形が見えてくると

思います。 
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委員 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

佐山会長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 課題の抽出は難しいので、地区別、年代別にやりたいことを調査し、共通した

意見をもつ人が集まって部会とすればいいと思います。 

 

 実働組織を立ち上げるにあたり、活動内容と参加者はどちらを先に決めるので

しょうか。また、立ち上げた後に大きな事業を行うにあたり、資金が足りなくな

った場合はどうするのでしょうか。 

 

参加団体を集めることが先と考えておりますが、イベント関係、福祉関係、防

災関係等の複数のテーマを掲げて募集をしたいと思います。そして集まった参加

者でテーマを絞り活動してもらいます。また、予算的に取り組めないものについ

ては、地域会議から意見書を提出する方法で対応したいと考えております。 

 

小さいスケールのものについては、既に自治会等で取り組んでいる案件であ

り、むしろそのままやった方がスムーズだと思います。 

 

実働組織の目指す姿は自治会の枠を超えた地域での繋がりであり、厳しい状況

下にある自治会が協力しあえるのではないかと思います。 

 

実働組織を行政と協力して立ち上げた後、その運営を参加団体のみで行ってい

くのはとても難しいと思います。 

 

町内では若い人がなかなか育たない環境にあり、祭りにしても町内を超えて話

し合い助け合うようになっています。実働組織ができれば、互いに助け合うネッ

トワークが構築できると思います。小さいところからはじめて、町内の悩み解決

から全市的な取り組みにシフトしていけばいいと思います。 

 

 

4 その他 

（1）次回の地域会議について 

・次回開催予定 平成 29年 3月 21日（火） 18時 30分～ 

          栃木市役所本庁舎 3階 正庁 

 


